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教職課 育 たい教員としての資質・能力

の求める教師 を とに

         

  ( 教育 員会）

  
本研 、 及び年代に る求める教師 の を通して、教育の不 と 行を

、教職課 科目 る教育実習、教育実習 、教職実 習への を行うことを目的

とした 教師として、いつの時代に 求められる資質・能力と時代の とと に求められ

る うにな た資質・能力について らかにした

：求める教師 、教育実習、教育実習 、教職実 習、教職課

1. に

(1) にお

ー ル が 度的に す

る中、 の がますます な時代になる

と指 れていたが、新型コ ルス

の 、ま に れが現実の のとな

た つの現れ るとい る 時 学

校に通 ない が続いた中 、子 たち

改めて学校の 在の き に

こととな た 学校 、学習する という け

な 、学校行 部活動に り り、

と り たりと を 成する

ること 、 が して働 ことが きる

的な を 担 ていることが再

れた すれ 、日本型学校教育の を改

めて じることとな た

しかし、日本型学校教育を 持するために 、

教員の 的な 力が必要 る 働き

とり の な の

の教育力の な に り、学校の が

し、教員の 担が し につなが ている

学校が ク とい れる る 学

校における働き方改革を 実に してい

ことが まれている

また、学校 「 な じことを じ

うに」と要求する が多 、 のことが ら

ら のうち「 調 力」を生 出し、結果

としていじめ 不登校な の問題 生き ら

に結びついているとの指 が る

いじめ 、令和 2 年度 2 か月間の 時

が り していたが、令和 3 年度 いじめ

の が 615,351 と 最多とな てい

る いじめを 的に し、 に向けて

り いること きるが、 の

生 の な す き る

不登校児童生徒 9 年 続 し、244,940

と 最 多 と な て い る （ 文 部 科 学 省 、

2022a）

また、 的 に れ ない のの学習

行動 しい を す (「LD（学習

）」「 ADHD（ 多動性 ）」「ASD

（ ス ク ）」な )の児童生徒が、

小・中学校の通 の学 に 6.5 度の 合

在 していると れている（文部科学省、

2021a） て、特別支援学校 小・中学校の

特別支援学 に在 、また 通 に る指導を

けている児童生徒 し続けている

新学習指導要領が小学校 令和 2 年度から、

中学校 令和 3 年度から、 して高等学校

令和 4 年度から全 実 れている
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り い学校教育を通して り い社会を

るという理 の と、「社会に かれた教育課

」の 児童生徒の「 体的・ 的

い学び」の実現に向けた 改善な を り

めてい 必要が る して、学校全体と

して教育活動の質を向上 、学習の 果の最

を る「 ュ ・ 」の

を がなけれ ならない

な コ において 、子

たちの学びを めないとの から、GIGA

スクール構想が れ、令和 2 年度 にす

ての児童生徒向けの と高

の通 ークが 体的に整 れた

令和 3 年度 し と じ うに、

ス テ として を児童生徒

が いこな る うに、 教科な 的に

活用することを目指した り が行 れた

令和 4 年度 の活用の 実 とし

て、これま の教育実 の と ICT を 果的

に 合 、 り質の高い学びの実現が目指

れている また、ICT を活用しながら ら学

習を調整して学 い ことが きる う、

「個に じた指導」を 実すること 求められ

ている の に、児童生徒が ICT を適 ・

全に いこなすことが きる う テ

ーな の 活用能力を育成してい こ

と 要 る

これらの に 、子 の 、

ー LGBTQ、また日本 を としな

い児童生徒への な 、学校現 における課

題 ・多様 している この うな

の中、教員に求められる資質・能力を 実に

に けていることの 要性が らに高ま て

いる

(2)

こ 、本研 、 及び年代に

る求める教師 の を通して、教育の不

と 行を 、教職課 科目 る教育実習、

教育実習 、教職実 習への を行うこと

を目的とする

2. 

(1)

令和 4 年度に実 れた教員採用 の

集要領等に れていた「 教育

員会が求める教師 」をまとめ、 1 に す

表 「 都道府県教育委員会が求める教師像」

求める教師

1
(1)教育 として、 い ・ 理 と、
子 への い教育的 を、 に持ち続け
る教員
(2)教育の専門 として、実 的指導力 専
門性の向上に、 体的に り 教員
(3)学校 りを担う 員として、 等と

・協力しながら、課題 に り
教員

2
(1)教育 としての り、 を
ち、教育活動に たる教員
(2) かな 間性 社会性を ち、多様な
と関 ることが きる教員
(3)学び続ける向上 を ち、 に り い実

を い求める教員
(4)児童生徒が生きてい 社会を 、
教育課題に し続ける教員
(5)高度専門職としての高い 能、指導
力を に けている教員
(6) ・ 社会との を り、学校とし
ての 的 が きる教員

3
(1) かり すい が き、児童生徒に か
な学力を けることが きる教師
(2)児童生徒に する を持ち、 とり
の児童 生徒と に向 き合う こと が きる 教
師
(3) かな 間性を持ち、 い教養と を

につけている教師
(4)教 員 と し て の を 持 て い
る教師

4
(1)学校の教育力を構成する実 力として、
「 力」 「生徒指導力」 「子供理 」
「学校を支 る力」を、
(2) の実 力の となる ・ 間性等と
して、 「教育への 」 「た まし か
な 間性」 「 研 力」を 、 に けるこ
とを、個 の教員に求めている

れら 7 つの力を とに、子 たちに最適
の学び を 供 する ため に ら 学び 続け る姿
を持ち続け、かつ、 日本 の を ま

、 の 的 を実現し、持続可能な
社会 をつ るた め、 を 担う を育 成

する を持 た教師

5
(1)教 育 と し て の い と 高 い 理
を に けている
(2)協 調 性 と か な コ ミ ュ ニ ー 能 力
を有している
(3)教育的 に れ、児童生徒の の

を ま 、 的・ 的に理 が きる
(4)個性 か た まし 、 に学び続ける

力を有している
(5)教 科 等 に 関 す る い 専 門 的 と
かな教 養を に けて いる これ らを と
した実 的指導力を有する

6
(1)児 童 生 徒 へ の い 教 育 と 教 育 に す る

い 、 の る方
(2) る と に 、高い 理 と

を 、 令を する方
(3) か な 教 養 と り 高 い 専 門 性 を に つ け
るために、 に学び、 らを向上 る姿 を

ち続ける方
(4) の教員として、 を する を
ち、 とのつながりを にして、 社会に
おいて り い学校を築こうとする方

7
な社会の の中 、「 の 生を り
た まし を持ち、多様な個性をいかし、
と 協働を 通し て、 社会 を す る

ことが きる児童生徒」を育成するために、学
びの 革 1 を実現 きる の うな教員
(1)「 らし 」 をいかした多様性を力
に る教育 と、 学び に りを 持
つことが きる「 を生きる」教育を実 す
る教員
(2)高い 理 と教育に する ・ を
持ち、 児童生 徒に しなが ら学 び続 ける 教
員
(3) に 、 らの 指導力をい
かし、 ー として多様 ・ する教育ニ
ー に する教員

1 学びの 革と
す て の子 に 必要 な力を 育成 する ため 、

方通 行の 的 な から 、個 別最 適
れた学び、協働的な学び、 的な学びへと
革すること

2 「 らし 」と
・「 ま・なか・ い 」に代 れる い

か らこ の多 様性 、 れ れ の の 文
と 、 かな とい た 性
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・ と と の れ 合 い 支 合 い の な
、 の か が いている 性

・ 日 本 及 び 子力 に て の
り 多 の課題 を る 中 、

等 の が を り合 て果 に を
続けていること

8
(1)教育 としての資質能力に れた、 間性

かな教師
(2) に 、 る と を て教育
に たることが きる活力に ちた教師
(3) い教養を に け、子 とと に
的に教育活動の きる指導力の る教師
(4)子 が き 、子 とと に 、子

の 持ちを理 きる教師
(5) と に 、 る 的な教師

9
「 と り を て 子 たち と向 き合
る教師」
(1) 間性 か れる教師
(2) い と かな指導力を た教師
(3)教育的 と を た教師

10
(1)社会 としての れた を有する教員
(2) い と高い専門性を有する教員
(3) か な 間 性 と コ ミ ュ ニ ー 能 力
を有する教員

11
(1) 、 る 、 間性 かな教師 子

を 理 し、 ら 学び続け、子 との
間に かい 間関 が築ける
(2)教 育 に す る と を つ 教 師
子 に す る と 教育 とし ての を

ち、 に子 の に た 指導 が き
る
(3) い教養と専門的な ・ 能を た
教師 い 教養 と専 門的な ・ 能を

、子 に と て かり すい 指導 が き
る

12
(1) 間性 か 、教育 と に ちた教
員
(2)高い 理 を ち、 と に 、

、 活な教員
(3) い 教 養 と 学 習 指 導 の 専 門 性 を に
けた教員
(4)幼児児童生徒の成 と を理 し、

いを け め、支援 きる教員
(5) の 員 と し て の と 協 調 性 を
ち、 いに高め合う教員

13
(1)教育に する と を つ教師
(2) かな 間性と い りの る教師
(3)子 の 可 能 性 を 引 き 出 し す
ことが きる教師
(4) としての 、協調性を有し、
いに高め合う教師

14
「 を ・ る・生きる 間力 れる
かなが の り」を 本理 とし、 の実
現に向 けた教 育の 指 として 「か なが 教 育

」を策 しています の中 「め
す き教職員 」を らかにし、 の うな 3
つの要 を た を求めています
(1) 的資質と を ている
(2)子 社 会 の に る 課 題 を し

きる
(3)子 が ら り か り す い
を実 きる

15 新
教員としての 養
(1)教育 員としての 高な を し、
教職へ の り と 、 児童生 徒へ の を
つ
(2)高い 理 、 を ち、 令

の を し、 を て らの 職
を果たす

(3)学び続けることの 要性について理 し、
理想の 教師 目 指す 、 新た な教 育課 題
の に向けて に 力し続ける
(4)コミュニ ー を にしながら、

との 関 を構築する
学習指導（ 構想）
(5)学習指導要領の目 と に て、児童
生徒の 実 に 合 た を行 うこ との 要 性
を理 している
生徒指導（いじめ等の問題行動への ）
(6)い じ め 不 登 校 等 の に る 問 題 の

と問 題 に向 け た 適 な 指導 ・支 援が
要 ることを理 している

16
総合的な 間力を持ち、子 が き 、

れる と し の を持 て 目の の 児
童生徒 と関 るこ とが き、 にへ こた れ
ない 力 新し い課 題に 果 に り

性を持 ている
「 と ま」の をめ す 、た

まし 生きる力を持 た の子 を
ため、 と の る

(1)子 が きな
(2) れる と し の を持 た
(3) に ら た きに学び続ける
(4) に へ こ た れ 果 に す る

17
(1)児童生徒に する教育的 を有する
(2) と を有する
(3) かな教養と専門的 を有する
(4) かな体 を持ち、指導力・実 力を
有する
(5)向上 を持ち、 る ・ 性に

18
採用時 から教 職生 活全 体を通 じて 「学 び続 け
る 」
(1)校 ・教科等に関する専門的 ・実 的

能を持 た
(2)専 門 に ら な い い 教 養 を に つ
け、 した 社会 と しての い

を持 た
(3)子 たち と り、 、
社会と な 間 関 を築き 、課 題に し て

に きる
(4)教育に する ・ に 、 に学
び続ける向上 を持 た

19
(1) かな 間性と い を持 た教師
(2)教育に する と が る教師
(3) い教養と専門的な ・ 能を持 た
教師
(4)生 に た て 体的に学び続ける教師

20
(1)教育 としての と を持ち、社
会 として を する
(2)教育への を持ち、 に子 を理
し うとする
(3) かな 間性と い 、 かな
を持ち 、子 の いに き る

(4) 、 の方 と協力し、 に
を し行動する

(5) 性と 性が り、 に向上し続け
うとする、 のた まし を持 ている
(6) い教養と教科等の専門的な ・ 能
を持ち、 に することが きる
(7) 的な学び 、校 の様 な活動に

して、 的に り ことの きる

21
学び続ける向上
(1) い教養と高い専門性を ち、 に学び
続ける教師
高い 理 ・
(2) しい いを ない、 と

れる教師
かな専門性

(3)指導方 を し、児童生徒に かな学力
をつける教師

22
れた専門 を ち、 と に 、

かな 間性を た
(1)教育に る 、 を た教師
(2)子 に 学 し を 教 る 専 門 的 な

・ 能を た教師
(3)子 を こ か 、 し を た
教師
(4)子 に 生 き 方 を 教 る こ と が き る 教
師
(5) と つ な が る 間 関 調 整 力 を た 教
師

23
(1) い教養と な専門的 ・ 能を
た
(2)児童生徒に を ち、教育に と

を つ
(3)高い 理 を ち、 調和のとれた
(4)実行力に 、 り が る
(5) る 、 と に な
(6) の 員 と し て の 協 調 性 が る

24
(1)教育に する と を つ ：子

に する 教育 とし ての が
、 に子 の と個性 を し た指 導

が きる
(2)専門的 ・ 能に 課題 能力を

つ ： に 研 に め、子 とと に
課題に り 性、 性、行動力を つ

(3) し た 社 会 と し て の か な 間 性 を
つ ： れ た と社 会 とし ての
に 、 の 員 として 関 と 協力 し

て職 を果た し、 子 との 間に
い 関 が築ける

25
(1)教育 としての と 、教育的

を持 ている
(2) 性と 性を 、専門的指導力を持

ている
(3) 、 かな 間性と社会性を持 てい
る

26
(1)「 力」 児童生徒 を 理

し、 り た指導が きる う、小 な
に ことが きる力

(2)「 す力」 かな 間性と高い専門性
に れ た指 導力 を有し 、児 童生 徒

が かな を り い てい ける う 、
れ れの個 性 能力 を最 に すこ と

が きる力
(3)「 する力」 的に学 姿

を持 ち、時 代の ら の ス テ
ー に じて 求め られ る資質 能力 を高 めな が
ら、諸課題の に向け、 することが き
る力
(4)「つながる力」 の教職員、

社会 、多様 な専 門性 を持つ と 果的 に
・ 担しながら、 的・協働的に諸課題

を するた め、 ー の 員と して つな が
ることが きる力
(5)「 する力」 代を担う に必要な
学びを 供 きる う 、 い 時 代 社
会、 の を的 につか り、 を

することが きる力

27
(1) かな 間性 り子 が き 、子

と き、 子 に 的 に を い
てい ことが きる
(2)実 的な専門性 い 体的・

的に 教育活 動に た る姿 な 、専 門的
・ 能に ち れた指導力を た

(3) か れ た 社 会 性 の と
を めながら、 関 を築き、学校

教育を 通して に働 きか け、 の
いを け れてい

28
(1)教育に する ・ を ち、児童生
徒に を て することが きる
(2)教養、社会性、コミュニ ー 力、想

力等の総合的な 間性を ている
(3)高い 理 と を ち、 らの

を高めることが きる
(4)児童生徒、 の方 と ・
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平な することが きる
(5) に学び続ける姿 を ち、新たな課題へ

することが きる

29
(1)子 の学 を高め、生 に たり学
び続ける力を
(2) かな 間性を ち、「生きる力」を た

と に かな子 を
(3) の 、文 を理 し、 と社会的

の中 子 を

30 和
(1) ら た きに学び続け、子供とと に

を り
(2) かな 間性と社会性を ち、学習指導に
高い専門性を有する
(3)和 を し、 とのつながりを

にして、子供の 持ちを けとめ、子供の
育ちと学びをと に支 て れる

31
(1)児 童 生 徒 に す る い 理 と 教 育 的
の る教師
(2)教科等に関する専門的な ・ 能と実
的な指導力を持つ教師
(3)課 題 に 向 け た な 想 と 能 力
を持つ教師
(4) の 構 成 員 と し て の と 協 調 性 の
る教師
(5)社会 としての かな 教養、 れた

を持つ教師

32
、「しま 教育 力 」を

策 し、 本理 「 る と を学びの
に に た か な り」 に

められた を、学校・ ・ ・行 な
、教育に関 る全ての が 有し、 に
しながら り いる

の教職 員と して 求めら れる 本 的な 資
質・能力
(1)「 かな 間性と職 に する 」
(2)「 子 の の 支 援 に す る 理 と

」
(3)「職 にかか る専門的 ・ 能及び
度」
(4)「 学 校 の 員 と し て 行 動 す る

・能力」
(5)「 り い社会をつ るた めの ・能力」

33
(1) の教育課題を 理 し、果 に
ち向かうことの きる教員
(2) い と 、高い 理 、 かな教
育的 を持 た教員
(3)多 様 な を 中 協 働 し て 課 題
に た るな 、生 に た て学 び続 ける 教
員

34
(1)高い 理 と かな 間性
(2)子 に す る 教 育 的 と 教 育 に す
る
(3)専門性を し、的 に職 を 行 きる
こと
(4)社 会 子 供 の に に き る こ
と
(5) かな 力
(6) かなコミュニ ー 能力
(7)新たな のに 的に する
(8) の教職員と ・協働し、 的に職
を 行 きること

35
(1) か な 間 性 と の を に つ
けた
(2) い と 理 を ち 続 け る こ と が

きる
(3)児童生徒を 的に理 し、 い教育的

を ている
(4) い教養と専門的 、 能を てい
る
(5) かな社会性を ち、 いコミュニ ー

が きる
(6) に 研 に め る と

の る

36
(1)教員としての と を持ち、高い
理 と の に れ 、 的に

と関 り なが ら 、生 を とお して 学
び続けるた ましい教員
(2)高い専門性を有し、児童生徒の を り

き、 個性・ 能力 を最 に す を 構
想・実 しながら、改善してい 教員
(3) 教育の を ま 、 とり
が き 、新た な を し てい 児 童生 徒
の育成 を目指 し、 課題 を しな がら す
る教員
(4) の 員として、目 と の を理

し、 を果たし 、 とのつながり
の中 、学校・ の活性 に する教員

37
(1)教育に する を ち、 養と資質を

た教員
(2)専門的な ・ 能と指導力を有し、社会

教育課題に適 に きる教員
(3) ・協働しながら学校運営に 的に

する教員

38
(1)子 が き 、 を担う子 たちを
育成し ている とい う りと 概を 持 て教 育
に たることが きる
(2) （ がお )に れ、 い つを に
する
(3) に に 実に向き合う

39 高
(1)教育の に する り、子
に する な の る
(2)教育の専門 として、教科指導力、子
理 力、児童・生徒指導力、集団指導の力、学

りの力な の る
(3) かな 間性 社会性、 と教養、
関 能 力な を 、 の 員 とし ての

を持 た

40
(1)子 が れる 間的 力
(2)子 に する い
(3)教師としての い

41
を 担う子 たち が 、高 い と

る と への い を に 、 らの 目
の実 現に向 けて 的に り める う 、

「 を高める教育」に力を れている 「 か
な学力」「 かな 」「 かな体」の つの要

を ス 育成 してい た めに 、 教
育に する ・ に 、 かな 間性
と実 的な指 導力 を た教 員が 求め ら
れる 「 」を ち、 を て り
り 生を求めている

42
現代社会 、 な に い、
の が し 、 を り が き

してい る この うな 現代 社会 を生 き
る子 たち に 、こ れま した こと の
ない課 題に 体 的に かか り、 する 力
が必要 るため、 たち教師の 、 の

うな 社会を 生き 力を子 たち に に
け ること と ている また、本
、 に を き、 、 高め 続け ると

に、 の実現 のた め の子 にし
かりと 向き合 い、 子 の を育 てる 教師 を
求めている

43 本
(1) ら の 動 が 児 童 生 徒 の 成 に き
な を るこ とを し 、 かな

を持 て、 に か 、また 平に
する教職員
(2)教職員としての と を持ち続け、
時代の か ら生 じる 新しい 課題 に 的
に するため、 に新しい を求め、実
に生かす教職員
(3) いに を 有し、協力し合 て 的
に課題に する教職員
(4)児童生徒との 関 を い、 の
個性 を し かり と つ め、 に す
る と に する い りの を 育 教
職員
(5) ・ 本を習 るための した指
導と児 童生徒 が ら学 び る力 を に け
る学習 を 実 に し 、 か な学 力を 育 教
職員
(6) ・ の きな が るこ と
を し、 と を 有し、
また のニー の に め 、 いの 関

の中 課題 に たる教職

44
(1)専門的 を ち、実 的指導力の る
(2) に れ、高い 理 と かな 間
性を つ
(3) 性と 力を な 、 の課題に
ち向かう
(4)学校 の 員として 行動する

45
(1)子 に する と教育に関する ・

を ち 、子 との 関 を 築 こ
とが きる
(2) かり すい を行い、子 に かな
学力を 育成す るな 高 い専門 性を に け て
いる
(3)社 会 と し て の い 教 養 と 理

、 の か を に けている
(4) 学び続け、 らの資質・能力を高め
る

46 児
児 、 600 と 、 へ

き の 学校が 多い こと から、 多様 な に
性を て 適 し、 に ち 向か うた

まし 、児童生徒に して と教育的 、
を て する ことの き る、 と

に な を求めている
(1) と に か 、 活 な教師
(2)高い専門性と い教養を ち、 に学
び続ける教師
(3) と に れ、教育的 を つ
教師
(4) 間 性 か 的 な コ ミ ュ ニ ー
能力を つ教師

47
(1) 間性 か 、教育 としての と幼
児児童生徒への教育的 の る教員
(2) い教養と教育に関する専門的 ・
能を有 し、 に学 び続 ける実 的 指導 力の
る教員
(3) の 、 及 び 文 に り を 持
ち、多様性を し、 ー ルな を

た教員
(4) かなコミュニ ー 能力を有し、

力を 活用 きる 総合 的な 間力 を持 た 教
員

1「 教育 員会が求める教師 」

を すると、 の ～ を な資質・能力

としていることが かる

「教育 としての ・ ・ 、

子 に する い な 」を ている

体 、47 体中 45 体 た

、 「教育 として、 い ・

理 と、子 への い教育的 を、 に持

ち続ける教員」、高 「教育の に する
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り、子 に する な

の る 」な

に 「教科等に関する れた専門性と指導

力、 かな教養な 」を ている 体

、47 体中 45 体 た 、

「 い 体的・ 的に教育

活動に たる姿 な 、専門的 ・ 能に

ち れた指導力を た 」、 「 か

な教養と り高い専門性を につけるために、

に学び、 らを向上 る姿 を ち続ける

方」な

して、 「 かな 間性 社会 としての

、 ・ からの な 」を て

いる 体 、47 体中 43 体 た

、 「 かな 間性と い りの

る教師」、 「 かな 間性と い 、

かな を持ち、子 の い

に きる 」な

の に、「高い 理 」「 と に 、

る 的な姿 」「 の 員として

と協調性を ち、 いに高め う協働性」「

に 研 に める と 」

「 」「 ・協働しながら学校 営に

する 性」「 社会を 、教育課題に

し続ける 度」「多様性を し、 ー ル

な を た 性」「 り い社会を

つ るための ・能力」な が、求める資質・

能力として られていた

(2)

平成 23 年 7 月 22 日に実 れた中 教育

会における「教員の資質能力向上特別部会

本制度 ー ルー 」の 1 会合

れた資 の中に、「 ・指 教育

員会が求める教員 」（文部科学省、2011）に

関する資 が る の資 、平成 22 年度に

実 れた教員採用 の 集要領等に

れていた教育 員会が求める教員 を、

文部科学省が調 まとめた の る この資

から 、「(1) の求める教師 」の

とこ した の 3 つの資質・能力を、

体が求めていたことが かる 体的に

、 の通り る 「教育 としての

・ ・ 、子 に する い な

」 、66 体中 50 体 た 「教

科等に関する れた専門性と指導力、 か

な教養な 」 、66 体中 61 体

た 「 かな 間性 社会 としての 、

・ から な 」 、66 体中 44

体 た ～ の資質・能力 、10 年

上年 が していて 、 ら に

教育 員会が求める資質・能力 るとい

る

に、平成 22 年度と令和 4 年度に実 れ

た教員採用 の 集要領等に れ

ていた教育 員会が求める教師 を して

ると、9 の 体（ 、 、 、

、 、 、 、 、

）において、 が全 ていなか

た また、12 の 体（ 、 、

、 、 、 、 、

、 、和 、高 、 児 ）に

おいて、 を れ たり、文 を し

たり、 する 度 、 が

ていなか た

して、平成 22 年度と令和 4 年度 、 集要

等の が し ている を

まとめ、 2 に す

表 2 「都道府県教育委員会が求める教師像の変化」

年 求める教師 の

H22
学 校の教 員とし て求 める の 、

い教養、 実した指導力、 の 、教育
として の ・ 、 の 員 として

の ・ 協調 性、児 童生徒 に する い教育
的 等、教員としての資質・能力・適性を有
すること ち 、 を つ 個性
か 間性 れる す

R4
(1)教育 としての り、 を
ち、教育活動に たる教員
(2) かな 間性 社会性を ち、多様な
と関 ることが きる教員
(3)学び続ける向上 を ち、 に り い実

を い求める教員
(4)児童生徒が生きてい 社会を 、
教育課題に し続ける教員
(5)高度専門職としての高い 能、指導
力を に けている教員
(6) ・ 社会との を り、学校とし
ての 的 が きる教員

H22
子 に する教 育的 と 教育に する

、 を持 て学び続ける教師
教 る として の い 専門 性 い教

養を持ち、実 的指導力の る教師
社会 とし て に 高い 理 と

を 持ち 、個性 か 間 的な 力
れる教師

R4
な社会の の中 、「 の 生を り
た まし を持ち、多様な個性をいかし、
と協 働を 通して 、社会 を する

ことが きる 児童生 徒」を 育成 するた めに、
学びの 革 1 を実現 きる の うな教員
(1)「 らし 」 2 をいかした多様性を力
に る 教育 と、 学 び に りを持
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つことが き る「 を生 きる 」教育 を実
する教員
(2)高い 理 と教育に する ・ を
持ち、児 童生 徒に しな がら 学び続 ける教
員
(3) に 、 らの 指導力をい
かし、 ー として 多様 ・ す る教育
ニー に する教員

1 学びの 革と
す ての 子 に必 要な力 を育 成する ため、

方通行 の 的な か ら、 個別最 適
れた学び 、協 働的な 学び、 的な学 びへと

革すること
2 「 らし 」と

・「 ま・なか・ い 」に代 れる い
から こ の多様 性、 れ れの の文

と 、 かな とい た 性
・ と と の れ 合 い 支 合 い の な

、 の か が いている 性
・ 日本 及び 子力 に て の

り 多 の課 題を る 中 、
等の が を り合 て 果 に を

続けていること

H22 新
「こ と に か が 日 を し
う」

子 に する い を ち、子 の
を か うとする か の る 生
教育 とし ての ・ を ち 、

の子 と に向き 合う ことの きる
生
教科に 関す る専門 的な 能を 有し、

子 た ちに し かる を し う
とする 生

、 る 、 な のを ち、子
たちの学 校生 活を し し て れる活 力の
る 生

かな 間 性と い教 養を につ け、
、職 員、 の 方 と な 間 関 が

築ける

R4 新
(1)教育 員としての 高な を し、
教職への り と 、児童 生徒 への を
つ
(2)高い 理 、 を ち、 令

の を し 、 を て らの職
を果たす

(3)学び続けることの 要性について理 し、
理想の教 師 目指 す 、新 たな教 育課題
の に向けて に 力し続ける
(4)コミュニ ー を にしながら、

との 関 を構築する
(5)学習指導要領の目 と に て、児童
生徒の実 に 合 た を 行う ことの 要性
を理 している
(6)い じ め 不 登 校 等 の に る 問 題 の

と問題 に向け た適 な指 導・支 援が
要 ることを理 している

H22
子 たち に す る い を持ち 、 間

的 力 れる教師
教職への い と に る教師
教 る として かな を持ち 、 か

り す しい の きる教師
社会の 様 な課題 に 的に

きる教師

R4
採用時か ら教 職生活 全体を 通じ て「学 び続け
る 」
(1)校 ・教科等に関する専門的 ・実 的

能を持 た
(2)専 門 に ら な い い 教 養 を に つ
け、 した 社会 として の い

を持 た
(3)子 たち と り、 、
社会と な 間関 を築 き、 課題に して

に きる
(4)教育に する ・ に 、 に学
び続ける向上 を持 た

H22
子 が き 、 教育へ の と のた
まし を持 ている

かな 間 性と い を持 ち、子 の
になれる

い 教養 と教科 の専門 的な ・ 能を
持ち、 に向上し うとする

性、 性及び行動力を持 ている
な と協力 し、 に を す

の る

R4
(1)教育 としての と を持ち、社
会 として を する
(2)教育への を持ち、 に子 を理
し うとする
(3) かな 間性と い 、 かな
を持ち、 子 の い に きる

(4) 、 の方 と協力し、 に
を し行動する

(5) 性と 性が り、 に向上し続け
うとする、 のた まし を持 ている
(6) い教養と教科等の専門的な ・ 能
を持ち、 に すること が きる
(7) 的な学び 、校 の様 な活動に

して、 的に り ことの きる

H22
児童生 徒に する 教育的 と、教 職に

する ・ を持 ていること
かな 性 を持ち 、 かつ 、 間

的 力に れていること
高い「 力」を持ち、児童生徒に かな学

力をつけることが きること
社会的 と ら 学 を 持ち、 児童生

徒 、 職 の 、 の か ら
れること
「 る と 」 への理 と を める

とと に 、 的な に た教育 を
することが きること

R4
(1)「 力」 児童生徒 を 理

し、 り た指 導が きる う、 小 な
に ことが きる力

(2)「 す力」 かな 間性と高い専門性
に れ た指導 力を有 し、 児童生 徒

が かな を り いて いける う、
れ れ の個 性 能 力を最 に すこと

が きる力
(3)「 する力」 的に学 姿

を持ち 、時 代の らの ステ
ー に じて 求めら れる資 質能 力を高 めなが
ら、諸課 題の に 向け、 するこ とが
きる力
(4)「つながる力」 の教職員、

社会、 多様 な専門 性を持 つ と 果的に
・ 担しながら、 的・協働的に諸課題

を す るた め、 ー の 員 として つなが
ることが きる力
(5)「 する力」 代を担う に必要な
学びを 供 きる う、 い 時 代 社
会、 の を的 につ か り、 を

することが きる力

H22
、 教育に する と か な 間

性を持ち 、 に指導 力の向 上を め し て研
と修養に める 生を求めています
「 かな学力」「 かな 」「 かな体」な
を ために 、個に じ たきめ か

な指導に り 的 に生き る力 を う とと
に、 性を す 教育に 的に り

生
に じ け た まし 生 きる力 を

ために、 型「体 教育」を するこ
と 、子 たちが な りの 生き方 を つ
けられる う支援する 生

子 たち ち の
か ら ら れ る に ら れ る
う、教育 の専 門 と しての を高め 、 に
学び続ける向上 を持つ 生

R4
(1)教育に する ・ を ち、児童生
徒に を て することが きる
(2)教養、社会性、コミュニ ー 力、想

力等の総合的な 間性を ている
(3)高い 理 と を ち、 ら の

を高めることが きる
(4)児童生徒、 の方 と ・
平な することが きる
(5) に学び続ける姿 を ち、新たな課題へ

することが きる

H22
かな 間性と教職に する

・ 間理 、 にかか る の
・教職に す る り と の にか か る

の
・ る とを する にかか る の

子 の の と の動 きに する理
と

・子 理 にかか る の
・子 を りま との 関 構築に かか
る の

職 にかか る専門的 ・ 能及び 度
・教科等の指導にかか る の
・特別支援教育にかか る の
・社会の に適 する能力にかか る の

R4
、「しま 教育 力 」を

策 し、 本 理 「 る と を学 びの
に に た か な り」

に められた を、学校・ ・ ・行
な 、教 育に 関 る 全ての が 有し 、
に しながら り いる

の 教職 員とし て求め られ る 本 的な資
質・能力
(1)「 かな 間性と職 に する 」
(2)「 子 の の 支 援 に す る 理 と

」
(3)「職 にかか る専門的 ・ 能及び
度」
(4)「 学 校 の 員 と し て 行 動 す る

・能力」
(5)「 り い社会をつ るための ・能力」

H22
の教育目 る「 に りを持ち 、

社会の 員と して した 、た まし い
り」の実現を目指して 力する、「教職に

する い 」 、「教育の専門 としての
かな力 」、「教師 として の い と高い

理 」、「総合的な 間力」を た

R4
(1)教員としての と を持ち 、高い
理 と の に れ 、 的に

と関 りな がら、 生 をとお して学
び続けるた ましい教員
(2)高い専門性を有し、児童生徒の を り

き、個 性・ 能力を 最 に す を構
想・実 しながら、改善してい 教員
(3) 教育の を ま 、 とり
が き、 新た な を して い 児 童生徒
の育成を 目指 し、課 題を し ながら す
る教員
(4) の 員として、目 と の を理

し、 を 果たし 、 との つなが
りの中 、学 校・ の活 性 に する教
員

H22
校 と に求 める教 師 を の うに して
いる
小学校「 か る 、 子 とと に
び、と に学 うとする 」
中学校「 に れ 部 活動 生徒と
い し に を す 」
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高等学校 「教 科に関 する専 門性 が高 、課
活動に に り 、 る 社会 性に

」
特別支援 学校 「子 に する な を
持ち、と に 学びと に成 す ること を び
とする 」
養 教 「子 に して い を

か な 成 を 支 る こ と に び を じ る
」

R4
現代社会 、 な に い、

の が し 、 を り が
き して いる この うな 現代社 会を生
きる子 た ちに 、 これ ま し たこと
のない課 題に 体 的にか か り、 する
力が必要 るため 、 た ち教 師の 、

の う な社 会を生 き 力を 子 たちに
に け ること と て いる また、

本 、 に を き、 、高め続ける
と に、 の 実現の ため の子 に
し かり と向 き合い 、子 の を育 てる教
師を求めている

H22 本
～「 め、 め、 まし、 す」 ま との
教職員～

教職員としての 本的資質
教育的 と

と向上
の 員としての

教職員としての専門性
児童生徒理 と かな の育成
学習の実 的指導力

・ との

R4 本
(1) ら の 動 が 児 童 生 徒 の 成 に き
な を ること を し、 かな

を持 て、 に か 、また 平に
する教職員

(2)教職員としての と を持ち続け、
時代の か ら生じ る新し い課 題に 的
に す るた め、 に新し い を求 め、実

に生かす教職員
(3) いに を 有し、協力し合 て 的
に課題に する教職員
(4)児童生徒との 関 を い、 の
個性 を し か りと つめ 、 に す
る と に す る い り の を 育 教
職員
(5) ・ 本を習 るための した指
導と児童 生徒 が ら 学び る 力を に け
る学習を 実 に し 、 かな 学力を 育 教
職員
(6) ・ の きな が ること
を し、 と を 有し、
また の ニー の に め、 いの 関

の中 課題 に たる教職員

H22
間性 か 、教 育 と して の と児

童生徒への い の る教員
教科等 の専 門的 ・ 能を 有し、 実 的

指導力の る教員
かな 体 と い教養 を につけ うと

する姿 と向 上 が り、 に 学び続 ける教
員

の 、 、文 に りを持ち、
・ 社会に きる教員

R4
(1) 間性 か 、教育 としての と幼
児児童生徒への教育的 の る教員
(2) い教養と教育に関する専門的 ・
能を有し 、 に学び 続ける 実 的指導 力の
る教員
(3) の 、 及 び 文 に り を 持
ち、多様 性を し 、 ー ルな を

た教員
(4) かなコミュニ ー 能力を有し、

力を活 用 きる総 合的な 間 力を持 た教
員

2 に した 、令和 4 年度の にお

いて、新学習指導要領（平成 29 年 ）を

ていることが れる の の部

を ー している

体的に 、 「 な社会の を

て、子 たちが らの 生（ かな ）を

り いてい ための力を育成する 」

「 方通行の 的な から し、協働的

な学び、 的な学び、個別最適な学びを

してい 」 「多様性を し、多様な

と関 る中 、新たな を してい

」 「 ・ と し、学校 の活

性 に したり、課題 に た てい

」 「 り い学校教育を通して り い社

会を るという 」、 して、これら 5 つのこ

とを実現するために、 「生 において学び続

けるという 」と 「新たな課題に し

続ける 」な の が られる

(3)

ー ル の 度的な に

り、 な時代が しているが、

教育の目的 、 の の 成と、

・社会の 成 の育成の り、この

こと いかに社会が し うと 的な

の る 子 たち が、 の

成を目指し、個 として し、 れ れの個

性を し、 の可能性を ること、

して、 の うな に 、 らの 生を

に ることが きる を うこと 、

教育の 要な る 時に、 教育

、平和 的な ・社会の 成 として

必要な としての資質を育成すること

としている

「教育 なり」の 通り、 に社会が

し、科学 が して 、子 たちを

かに育て、 の可能性を引き出すの 教師

の営 にかか ているとい る の うな教

師に求められる資質・能力について、中 教育

会 これま に を行 てきている

が、文部科学省 の の を と

してい ことが適 ると ている

らに 、 の しい時代 からこ 、 れら

の資質・能力を 実に に けることの 要性

がい う高ま ていると ている

、 の資質・能力と の うな の

るのか 平成 17 年 10 月 26 日の中 教育

会の答申（ 、中教 答申と す）「新しい

時代の 教育を する」（文部科学省、

2005b）において、 の 3 つの要 が 要 る

としている

『教職に する い 』

教師の に する り、子

に する な
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『教育の専門 としての かな力 』

子 理 力、児童・生徒指導力、集団指導

の力、学 りの力、学習指導・

りの力、教 の力な

『総合的な 間力』

かな 間性 社会性、 と教養、

を じめ 関 能力、コミュニ ー

能力な の 的資質、教職員全体と

として協力してい こと

これ ま に平成 22 年度 令和 4 年度の「

教育 員会が求める教師 」に

れている る 平成 9 年 7 月 28 日の教

育職員養成 会・ 1 答申（文部科学省、

1997）に れ 、 と いつの時代に 求め

られる資質・能力 り、 に求められ

る資質・能力に まれている

また、平成 24 年 8 月 28 日の中教 答申「教

職生活の全体を通じた教員の資質能力の総合

的な向上方策について」（文部科学省、2012）に

おいて、 の うに れている

教職に する 、 力、教職生活全

体を通じて 的に学び続ける力(

、教育的 )

専門職としての高度な ・ 能

• 教科 教職に関する高度な専門的 (

ー ル 、 、特別支援教育 の の

新たな課題に きる ・ 能を )

• 新たな学びを きる実 的指導力 (

的・ 本的な ・ 能の習 に て

力・ 力・ 現力等を育成するため、

・ 能を活用する学習活動 課題 型の

学習、協働的学びな を きる指導

力)

• 教科指導、生徒指導、学 営等を的

に実 きる力

総合的な 間力 ( かな 間性 社会性、コ

ミュニ ー 力、 と ー す

る力、 社会の多様な 等と ・協

働 きる力)

して、平成 27 年 12 月 21 日の中教 答申

「これからの学校教育を担う教員の資質能力

の向上について～学び合い、高め合う教員育成

コミュニティの構築に向けて～」（文部科学省、

2015b）において、 の うに れている

これま 教員として不 と れてきた資質

能力に 、 的に学 姿 を持ち、時代

の らの ステー に じて

求められる資質能力を生 に た て高め

てい ことの きる力 、 を適 に 集

し、 し、活用する能力 を有 的に

結びつけ構 する力な が必要 る

クティ ・ ーニ の からの 改

善、 教育の 実、小学校における

教育の ・教科 、ICT の活用、

を 特別な支援を必要とする児童生徒

等への な の新たな課題に きる

力 を高めることが必要 る

「 ー 学校」の の 、多様な専門性を

持つ と 果的に ・ 担し、 的・

協働的に諸課題の に り 力の 成

が必要 る

らに、平成 28 年 12 月 21 日の中教 答申

「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特

別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要

な方策等について」（文部科学省、 2016）にお

いて、 の うに れている

これからの教員に 、学 営 児童生徒理

等に必要な力に 、教科等を た『

ュ ・ 』の実現 、『 体

的・ 的 い学び』を実現するための

改善 教 研 、学習 の改善・ 実な

に必要な力等が求められる

教員養成において 、資質能力を育成してい

という新しい学習指導要領等の 方を

に ま 、教職課 における指導

方 の しを ることが必要 る

令和 4 年度の「 教育 員会が求

める教師 」に 、平成 24 年及び 27 年の中

教 答申が生か れている 体が ること

が、 2 「 教育 員会が求める教師

の 」から かる これら 行という

り 、 の の しい な時代

に必要な資質・能力 ると することが

きる
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特に ICT の活用について 、 け る

の な 、 として 的に活用してい

ことが求められている 学習 生活の る

学校において、社会 行 れているのと じ

うに日 的に を活用すること 、「社会に

かれた教育課 」を実現する上 要

るとい る して、これま の教育実 の

と ICT を ス ミ クス 、 り質の高い

学びの実現を目指してい ことが必要 る

た し、ICT の活用 ま て

目的 ないことを れて ならない 子

たちの「 体的・ 的 い学び」を す

る ールとして、 的に活用することが求め

られる

3.

が求める教師 を ま 、「 」

「 ・ 」「 かな 性」「高い専門性」

の 4 つの から、教育実習において育 たい

教師として必要な資質・能力を概 する

(1)

がま を いて子 に すること

、子 の を ととして け め、

適 に指導・支援することな 、子 が

し すい、また を き れ すい

ることが り る このこと 、

て けた うに行うの な 、 として

体 から いて出て る関 り 働きかけ

な てならない のために 、 ら る教

育活動の 、子 の にた て 、

行動することが求められる

(2)

に子 を中 に て、子 の り

い のために るという 、 の関

り 働きかけが子 の生き方 成

に きな を るという を持 て

り ことが求められる 「 の時の 生の

が、 の に ています 」「 生の

ましが たからこ 、本 ち ことが

きました 」「 生 な たことか

しれま が、 の しました 」

な 、教師が子 に る とて き

いことを して、 ら る教育活動に り

必要が る

(3)

学生の時に、また教員にな てから 、

な しい のを しいと じる体

、 が と関 り、 に ている

という成 を な を通して、 性を

き子 にと て 力の る教師になるこ

とが る 子 かな 間性 社会

性の る教師に かれることを し、 を

き続けることが求められる 間の 時間

な に、子 たちとの会 にうま

じたり、 に りすることに り、子

たちとの 間関 が となり、 学

活動がし す なるということ 理 して

お 必要が る

(4)

教科指導を じめ、生徒指導 学 営、ま

た 特別活動な の理 をし かり学び、

な子 理 に き、 り い教育実

を 、子 の学びを めていける う

にすることが求められる

特に教科指導 、 的・ 本的な ・

能の習 を目指す学習活動とと に、 習の

・ 能を活用する学習活動 課題 型の

学習活動を 的に実 して、 力・ 力・

現力等を育成してい こと 必要 る

の に、 を じめ ICT を 果的に

活用して、「 体的・ 的 い学び」を実現

きる うに を することが

る

また、 学 に 6.5 度の 合 在 して

いると れている「LD（学習 ）」 「ADHD

（ 多動性 ）」、 して「ASD（

ス ク ）」な の の子 た

ちへの る関 り 働きかけが必要

る

して、指導教 を じめ の の教職員と
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方向 のコミュニ ー をし かり

りながら、教育実習を実り多い のにしてい

ことが る 特に しい を られる

うな生徒指導について 、 け を

行 、必 指導教 職員 にいる教 な

に ・ ・ （ ・ ・ ）を行

い、適 に してい ことが求められる

4.

教師としての となる（不 の）資質・能

力を ま 、教育実習 及び教職実 習に

する を る

(1) に

教育実習 、学校現 学生 らが子 た

ちと れ合い、向き合うことに て、教職の

らし と し を じ ることが きる

な 会 る の教育実習に学生が 体

的に り 、実り多い のにしていける う

に、「教育実習 」における教育実習の 指導、

実習中の支援、 指導を にしてい 必要

が る 指導 、学校 の教師の 体的

な 動きを 、教育実習の目的と

ー を学生がし かり持つことが きる

うにすることが る のことが きれ

、学生 体的・ 的に教育実習に り

ことが きる うになる また、実習校の指

導教 を じめ の教職員と 、 り コミ

ュニ ー を ることが、教育実習を実り

多い のにする上 要なこと ること

れてならない

して、教師として求められる資質・能力

る の「 」「 ・ 」「 かな

性」「高い専門性」な について、 指導

し かり た上 、学生 らが学校現 の

教育活動を通じて、 れらが本 に な資

質・能力 ることを ら体 的に実 して

らいたい らの 体 に 理 、

の の学びを 体的・ 的に るから

る     

また、 の 「 か た」「 きた」「お

し い」な の子 の が けたり、

時間の会 な 子 と が通じ合う体

をすることに り、教師になりたいという

を な のにして らいたいと る

学校現 が こるか からない

の中 、教師 学 活動、また

の関 り 課 の部活動な 、 ら る教育

活動に り いる こ 、 ー して

いた実習 と う になること に

ると られる の に するこ

とな 、 に平 を て教育実習に こ

とが きる うに の をしてお こと

要なこと る

指導の 、うま い た実

を ルー 有するとと に、うま いかな

か た実 について の要 を

た に ルー 有し、 間とと に改善

策を ること な学び る

(2) に

教師としての最小 必要な資質・能力を 実

に に けるとと に、 の資質・能力を改め

て し することを目的として、教職実

習に り 必要が る また、学生 が

、教師になる上 、 が課題 るのかを

し、不 している 能等を い、

の を ることに り、教師として り

ス ー を ることが きる うにすること

る

教職実 習 、教師として求められる

の 4 つの （ 、教育的

等に関する 、 社会性 関 能力に関

する 、 幼児児童生徒理 に関する 、

教科等の指導力に関する ）を めるのが

適 る

実 に た て 、教員との質 答に 、

クティ ーニ の を り れ、 ル

ー ール な を通じて、学生の

「 体的・ 的 い学び」を すことを

にしたい

教育に関する最新の動向を ま て、教師の

体的な 学校現 の実 、また校

の協調性・ 性 との の な
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について理 を めること 、教科指導 生

徒指導、また特別支援教育な に関する実 的

指導力の を ることな 、教師とし

て求められる資質・能力を学生が ら き

る うに、総合的な実 を行うことに する

こと る

5. おわりに

本研 、いつの時代に ら 求めら

れる（不 の）教師としての資質・能力につい

て らかにした れ 、中 教育 会が

に答申してきた を文部科学省が整理し、

と してい 、 らに 、 の し

い時代 からこ 、 の 要性がい う高ま

ているという を した る の

を ま て、 ・指 が、求

める教師 を 成していること か た

いつの時代に ら 求められる（不 の）

資質・能力として、 体的に 教師の に

する り、子 に する

な の『教職に する い 』と、 子

理 力、児童・生徒指導力、集団指導の力、

学 りの力、学習指導・ りの力、

教 の力な の『教育の専門 としての

かな力 （実 的指導力）』の 2 つが られ

る

して、 求められる うになる資質・能

力として、 かな 間性 社会性、 と教

養、 を じめ 関 能力、コミュニ

ー 能力な の 的資質、教職員全体

と として協力してい ことな の『総合的

な 間力』が られる

時代が するとと に、 『教職に する

い 』の中に「 力、教職生活全体を通

じて 的に学び続ける力」が、また 『教育

の専門 としての かな力 』の中に「 ・

能を活用する学習活動 課題 型の学習、

協働的学びな 、新たな学びを きる実

的指導力」が、 して、 『総合的な 間力』

の中に、「 と ー する力、 社

会の多様な 等と ・協働 きる力」が

られた

また、 『教育の専門 としての かな力 』

の中に 、 らに「 クティ ・ ーニ の

からの 改善、ICT の活用 を

特別な支援を必要とする子 への 」

な 、新たな課題に きる力 を高める必

要性 られた

の しい の時代に、教師を目指す学生

にと て、求められる資質・能力が多様 ・

しているとい る しかし、 となる（不

の）資質・能力 、いかに時代が し う

と らないことが か た

の課題 、教育実習、教育実習 、教職

実 習の中 、 となる（不 の）資質・

能力について、 り りに り を し、

の向上を ること る
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